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人　口／／ 3,580 人
　男　／／ 1,643 人
　女　／／ 1,937 人
世帯数／／ 1,７87 戸

平成24年6月30日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 奈半利町長杯ソフトボール大会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.127
　 ヘルスメイト
　 中学校だより ほか　



大会結果は次のとおりです。

☆優　勝☆　スカッシュＡＫＭ
★準優勝★　奈半利町役場
☆３　位☆　チーム無花果
★特別賞★　ゆかいな仲間たち
☆ＭＶＰ☆　濱田　倉太郎さん

　７月３日（火）、６日（金）の２日間にわたって、奈半利町スカッシュ
バレーボールリーグが奈半利小学校体育館において開催され、職
場や地域の仲間で編成された１４チーム、約５０名もの参加者が
熱戦を繰り広げました。

　今回はＪＡ、東町、匠建設オール
スターズ、田野いしん君、スポーツ
少年団保護者会、ゆうびん屋さん、
㈱ダイネツ、ＤＥＳＦＲＵＴＯ中芸、奈
半利町役場の９チームによるトー
ナメント戦で争われ、初参加の
チームも、毎年恒例の参加チーム
も皆楽しく汗を流しました。

　梅雨の影響で天候が心配され
ていましたが、前日までの大雨が
うそのように試合当日は快晴に恵
まれ、皆さんの熱いプレーと応援
が印象的でした。皆さん、お疲れさ
までした。

　６月１７日（日）、奈半利緑地公園にて、奈半利町長杯ソフトボール
大会が開催されました。

　試合では強烈なスパイクや好レ
シーブが数多く見られ、会場には絶え
ず拍手と声援が響き渡っていました。
どの試合も最後まで手に汗握る熱い
戦いでしたが、日頃の練習の成果を発
揮した体育会スカッシュバレーボール
部の「スカッシュＡＫＭ」チームが昨年
に引き続き、優勝を飾り今大会が幕を
閉じました。大変暑いなかでの試合で
したが、たくさんの方々にお集まりい
ただきありがとうございました。選手
の皆さん、お疲れさまでした。

　スカッシュバレーボール部は毎週火
曜日、金曜日の１９時３０分から２２時ま
で奈半利小学校体育館で練習を行っ
ていますので、スカッシュバレーに興
味がある方、何か運動を始めたいなと
思っている方がいましたら、気軽にご
参加ください。

　

☆優　勝　スポーツ少年団保護者会
☆準優勝　田野いしん君
☆３　位　奈半利町役場

大会結果は次のとおりです。

大会結果は次のとおりです。

奈半利町スカッシュバレーボールリーグ奈半利町スカッシュバレーボールリーグ

FRI
7/67/6

奈半利町長杯ソフトボール大会開催奈半利町長杯ソフトボール大会開催

sun
6/176/17

TUE
7/37/3
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学　

　

町
民
会
館
図
書
室
に
１
０
０
万
円
の
寄
付

　

ま
ず
、
ご
み
を
品
目
ご
と
に
分

別
す
る
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
行
っ
た

後
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員

に
よ
る
ご
み
収
集
車
の
説
明
を
聞

き
、
金
属
ご
み
を
プ
レ
ス
機
で
圧

縮
す
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　

☆

　

暑
い
中
、
子
ど
も
た
ち
は
首
を

か
し
げ
な
が
ら
も
真
剣
に
ク
イ
ズ

に
取
り
組
み
、
ま
た
、
普
段
見
る

こ
と
の
な
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
説
明
や
作
業
を
し
て
い

る
様
子
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
奈
半
利
町
民
会
館
図
書

室
は
、学
校
帰
り
の
児
童
や
頻
繁
に

来
ら
れ
る
一
般
の
方
な
ど
を
は
じ

め
、今
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
に

も
図
書
室
を
開
放
す
る
こ
と
で
、よ

り
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
環
境
に

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
図
書
室
に
、先
日
、有
限
会
社

木
下
建
設
代
表
取
締
役
・
木
下
安
彦

様
よ
り
、図
書
室
の
充
実
を
目
的
と

し
て
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。

　

頂
い
た
貴
重
な
寄
付
金
で
、早
速

蔵
書
整
備
、新
書
充
実
の
た
め
の
選

定
に
取
り
掛
か
り
、町
民
の
皆
さ
ん

に
も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
図
書
室
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
５
日（
木
）に
奈
半
利
小
４

年
生
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　　

清
掃
活
動
は
鮎
ノ
瀬
公
園
、
土
佐

国
道
事
務
所
奈
半
利
出
張
所
前
の
国

道
花
壇
、
緑
地
公
園
、
奈
半
利
駅
周

辺
、
石
の
公
園
な
ど
に
分
か
れ
、
地

域
の
方
々
と
草
刈
り
や
木
々
の
剪

定
、
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
り
と
、
清

掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
町
内
で
は
イ
ベ
ン
ト
が

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
・
処
理
は
適
切
に
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
一
斉
清
掃
を
実
施

　

７
月
８
日
（
日
）
、
午
前
８
時

か
ら
奈
半
利
町
内
の
住
民
の
皆
さ

ん
や
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
各

団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

滑　なはり広報　No.2833



小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

奈半利町の子ど
もをどう育てる

か
奈半利町の子ど

もをどう育てる
か

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験
ン ト

　

平
成
24
年
度
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
米
ケ
岡

で
の
農
業
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
幼
稚
園

と
小
学
校
２
年
生
が
お
芋
の
農
業
体
験
、
小
学
校
５
年

生
と
中
学
校
１
年
生
が
、
稲
作
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
米
ケ
岡
農
業
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は

農
業
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

直
接
土
に
触
れ
て
、泥
ん
こ
に
な
っ
て
、汗
を
流
し
て
、

野
菜
や
お
米
を
自
分
た
ち
で
作
り
、
収
穫
し
、
そ
れ
を

自
分
た
ち
の
口
に
入
る
ま
で
の
苦
労
を
し
て
も
ら
い
、

収
穫
時
、
食
べ
る
時
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

苦
労
の
中
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、「
農
業
っ
て
楽
し
い
」

と
生
徒
が
言
え
る
米
ケ
岡
の
農
業
体
験
で
す
。

　

５
月
28
日
（
月
）
に
中
学
１
年
生
、
６
月
４

日
（
月
）
に
小
学
５
年
生
と
日
を
分
け
て
、
田

植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
教
育
委
員
会
で
農
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
き
、
苗
の
植
え
方
の
説
明
な
ど

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
生
徒
た
ち
も
真
剣
に

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
の
方
も
、
手
植
え
作
業
な
の
で
す
が
最

後
ま
で
み
ん
な
で
協
力
し
、
泥
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
小
学
校
・
中
学
校
と
も
自
分
た
ち
の
手

で
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

　

６
月
１
日
（
金
）
に
幼
稚
園
児
、
６
日
（
水
）
に
小
学
２
年

生
が
芋
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
芋
植
え
で
は
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命

お
芋
を
植
え
、
お
芋
が
大
き
く
な
る
お
ま
じ
な
い
も
行
い
、
収

穫
を
待
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
お
弁
当
を
食
べ
て
、
生
活
体
験
学
校
の
前
の
池
で
、

網
を
持
っ
て
メ
ダ
カ
、
ア
メ
ゴ
、
コ
イ
の
観
察
を
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
を

し
、
一
生
懸
命
お
芋
、
お
米
を
育
て
ま
す
。

奈半利町の子ど
もをどう育てる

か
奈半利町の子ど

もをどう育てる
か

奈半利町の子ど
もをどう育てる

か
奈半利町の子ど

もをどう育てる
か

奈半利町の子ど
もをどう育てる

か

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ヶ

岡農業体験

　

６
月
28
日（
木
）18
時
30
分
か
ら
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
奈
半
利
町
教
育
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
で

31
回
目
を
迎
え
、「
奈
半
利
町
の
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
高
知
大
学
の
是
永
か
な
子
准
教
授
を
招
い
て
講
演
会

を
行
い
、
町
内
の
保
育
、
幼
稚
、
小
、
中
学
校
の
保
護
者
や
教
職

員
、
地
域
の
方
等
、
70
人
以
上
の
た
く
さ
ん
の
来
場
者
の
中
、
地

域
ぐ
る
み
で
奈
半
利
の
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る
か
に
つ
い
て
考

え
、子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト

を
頂
き
、と
て
も
充
実
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
の
皆
さ
ん
、最
後
ま
で
こ
の
集
会
に
ご
参
加
し
て
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
な
が

イ ベ

滑　なはり広報　No.2835



No.283　なはり広報　葛 6

後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）が始まります後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）が始まります後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）が始まります

国民年金のお知らせ

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民保険料を納めていただくこ
とで満額の老齢基礎年金を受給することができます。
　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国
民年金の資格期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給で
きなくなってしまうこと（保険料納付や免除等の合計が25年（300月）未満の場合）があります。
　このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月１日から、国民年金保険
料の納めることができる期間が過去２年から10年に延長となる後納制度が始まります。
　具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納めることができるようになり
ます。（注：後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間です。）
　ただし、すでに老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご注意願
います。
　なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき審査させていただくことにな
ります。審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

　詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

受付時間　　月～金曜日　午前８：30～午後５：15
　　　　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７：00まで延長
　　　　　　第２土曜日　午前９：30～午後４：00
　　　　　　(祝日、１２月29日～１月３日はご利用いただけません。）

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけま
す。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「０３－６７３１－２０１５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になるケースが発生していますので、おか
け間違いにはご注意ください。

お問い合わせは『国民年金保険料専用ダイヤル』へ！
　　０５７０－０１１－０５０　　　注意：平成24年８月開設予定
０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は　０３－６７３１－２０１５

四国電力から　みなさまへ
この夏の節電にご協力をお願いいたします。
　四国電力では、みなさまに電力を安定してお届けできるよう、電力の確保に全力を尽くしております
が、この夏は伊方発電所の３基すべてが停止していることから、電力の供給力が大幅に低下しています。
　みなさまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、以下のとおり、節電にご協力くださいますよう、よろ
しくお願いいたします。

　　　　　期　間　　電力消費が増加する７月２日～９月７日の平日（お盆を除く）
　　　　　時間帯　　午前９時～午後８時
　　　　　目　安　　７％以上の削減（猛暑であった２年前の夏との比較）

これまで取り組んでいただいた節電に、もう一歩進めてのご協力をお願いいたします。
※上記以外の９月末までの期間・時間帯についても、日常生活や仕事に無理のない範囲での節電にご
協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先　　高知県内　錆 0120－410－430
●節電に関する情報は、四国電力ホームページでもご覧いただけます。
　http://www.yonden.co.jp/　 四国電力 検 索



滑　議会だより　VOL.1277

VOL.127

一般会計補正予算に　　

　　　3億146万円追加
　

町道大原・西ノ平線改良工事、町道須川・久礼岩線改良工事

津波避難路整備工事、津波避難タワー整備工事など

主な一般会計補正内容

金　　額項　　目

513 万円町 民 会 館 避 難 場 所 整 備 改 修 工 事 費

100 万円町 民 会 館 図 書 購 入 費

2,100 万円町 道 大 原 ・ 西 ノ 平 線 改 良 工 事 費

3,100 万円町 道 須 川 ・ 久 礼 岩 線 改 良 工 事 費

9,340 万円津 波 避 難 路 整 備 工 事 費

 1 億円津 波 避 難 タ ワ ー 整 備 工 事 費

207 万円奈半利小・加領郷小学校図書室空調設備設置工事費

開通１０周年を迎えた「ごめん・なはり線」（奈半利駅）



8VOL.127　議会だより　葛

○
平
成　

年
度
決
算
見
込
み　

２３

　

各
会
計
に
お
け
る
平
成　

年
度
決

２３

算
見
込
み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額　

億
３６

７
、
６
６
８
万
円
、
歳
出
総
額　

億
３６

４
、
１
３
０
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
２
８
７
万
円
を
差

引
き
、
実
質
収
支
額
は
３
、
２
５
１

万
円
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
、
歳
入
総
額
６
億
２
７
１
万
円
、

歳
出
総
額
５
億
７
、
３
７
０
万
円

で
、
実
質
収
支
額
は
２
、
９
０
１
万

円
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

歳
入
総
額
５
、
６
４
１
万
円
、
歳
出

総
額
５
、
０
５
３
万
円
で
、
実
質
収

支
額
は
５
８
８
万
円
。
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額

１
、
１
０
１
万
円
、
歳
出
総
額
９
１

９
万
円
で
、
実
質
収
支
額
１
８
２
万

円
。後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

歳
入
総
額
４
、
９
５
０
万
円
、
歳
出

総
額
４
、
９
３
４
万
円
で
、
実
質
収

支
額
は　

万
円
で
あ
る
。

１６

○
住
民
懇
談
会
の
開
催　

　

５
月
７
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
町

内　

カ
所
の
集
会
所
等
で
、
今
後
の

１４
町
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
住
民
懇
談

会
を
開
催
し
、
住
民
の
参
加
者
は
延

べ
１
９
２
人
で
あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
南
海
地
震
対
策
、
子

育
て
支
援
施
策
、
地
域
活
性
化
臨
時

交
付
金
に
お
け
る
事
業
の
取
り
組
み

状
況
、
校
舎
の
避
難
場
所
整
備
事
業

な
ど
の
行
政
情
報
を
提
供
し
た
。

　

住
民
か
ら
の
幅
広
い
分
野
で
提
案

さ
れ
た
多
く
の
意
見
等
は
、
十
分
検

討
し
、
今
後
の
行
政
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
「
デ

２４

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

を
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
を
改

め
、
こ
こ
を
拠
点
に
新
し

い
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
訪
問
・
相

談
・
つ
な
ぎ
の
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
の
事
業

は
、
独
居
高
齢
者
や
障
害

者
等
の
見
守
り
や
相
談
活

動
の
た
め
、
事
業
運
営
を

委
託
し
て
い
る
奈
半
利
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
が
、
対
象
者
の
家
を

個
別
訪
問
し
、
把
握
し
た
高
齢
者
等

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
に
繋

い
で
い
く
事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護

保
険
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
必
要
な
方
な
ど
、
独
居
高
齢
者
や

障
害
者
等
の
実
態
把
握
に
努
め
、
何

ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
の

援
助
方
針
を
関
係
機
関
で
検
討
し
て

い
く
。

○
町
民
会
館
図
書
室

　

昨
年
度
改
修
が
完
了
し
た
町
民
会

館
図
書
室
を
、
４
月　

日
か
ら
一
般

２３

開
放
し
た
。
年
末
年
始
の
時
期
を
除

き
、
日
曜
・
祝
日
も
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
開
室
し
て
お
り
、
５

月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
、
延
べ

大
人　

人
、
子
ど
も
２
６
９
人
計
３

５１

２
０
人
で
、
貸
出
冊
数
は
２
０
５
冊

で
あ
る
。

　

図
書
室
は
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
刊
図
書
の
購

入
を
行
い
住
民
の
方
に
周
知
を
図
る

な
ど
、
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　６月定例会は、６月１４日に開会し、町長からの行政報告の後、報告案件１件、承

認案件３件、条例案件４件、予算案件２件を原案どおり可決し、１５日に閉会した。

　一般質問は７人が登壇し、震災・防災対策、自然エネルギー問題、教育施設の管理、

地域活性化対策などについて執行者の考えをただした。

●平成２４年　第２回定例会（６月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）▲加領郷小学校との交流会（あったかふれあいセンター事業）
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中
芸
広
域
連
合
関
係

○
消
防

　

平
成　

年
３
月
か
ら
運
用
を
開
始

２３

し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
平
成　

年
２３

度
に
は　

件
の
搬
送
を
依
頼
し
、
県

３２

防
災
ヘ
リ
に
つ
い
て
も
、
６
件
の
搬

送
を
依
頼
し
た
。　
　

○
広
域
観
光

　

広
域
観
光
業
務
は
、
中
芸
地
区
に

お
け
る
総
括
的
な
推
進
組
織
と
し

て
、
本
年
４
月
に
中
芸
観
光
協
議
会

が
発
足
し
、
各
種
の
取
り
組
み
や
今

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。　

○
火
葬
場

　

施
設
の
稼
働
年
数
経
過
に
伴
い
、

火
葬
炉
を
中
心
に
機
器
の
損
耗
箇
所

が
発
生
し
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
繕
の
早
期
対
応

を
行
う
と
と
も
に
、
業
務
の
特
殊
性

に
配
意
し
た
管
理
運
営
に
努
め
て
い

く
。

　

○
介
護
保
険

　

介
護
保
険
業
務
は
、
本
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

予
防
か
ら
介
護
ま
で
の
事
業
の
円
滑

な
推
進
に
取
り
組
む
。

　

平
成　

年
度
の
介
護
給
付
費
実
績

２３

は
、　

億
６
、
４
０
８
万
円
で
、
前

１２

年
度
実
績
対
比
は
、
３
、
０
２
８
万

円
、
２
・
５
％
の
増
で
、
主
た
る
要
因

は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が

増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
月
平
均
５

９
７
人
で
、
対
前
年
度
比
４
・
４
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
介
護
認
定
申
請
者
数
は
月
平
均

　

人
で
推
移
し
、
本
年
３
月
末
で
の

８９認
定
件
数
は
９
８
６
人
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
料
の
収
納
は
、
現
年
度

分
が　

・
０
％
、
滞
納
繰
越
分
が　

・

９９

２１

４
％
で
、
前
年
度
と
比
較
し
、
現
年

度
分
で
０
・
１
％
、
滞
納
繰
越
分
で

　

・
４
％
増
の
収
納
実
績
を
あ
げ
る

１４こ
と
が
で
き
た
。
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
支
援
事
業
の
充
実
や
介
護

予
防
及
び
介
護
給
付
費
の
適
正
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
保
健
福
祉　

　

母
子
保
健
活
動
は
、
平
成　

年
度

２３

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
て
、

保
育
所
等
へ
の
巡
回
相
談
支
援
な
ど

の
実
施
に
努
め
た
結
果
、
支
援
の
必

要
な
児
童
、
約
１
０
０
人
を
把
握

し
、
そ
の
内　

％
の
児
童
に
対
し
、

６５

集
団
教
室
な
ど
の
支
援
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

障
害
者
保
健
福
祉
業
務
は
、
昨
年

度
末
に
策
定
し
た
第
３
期
障
害
福
祉

計
画
及
び
障
害
者
計
画
に
示
す
基
本

目
標
な
ど
を
障
害
者
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
し
、
併
せ
て
、
新

た
な
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
特
に
学
校

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た

支
援
体
制
の
構
築
を
考
え
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

健
康
増
進
、
健
康
づ
く
り
事
業

は
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
中

心
に
、
健
康
に
対
す
る
意
識
調
査
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
が
、
本
年
度

は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、

最
も
意
識
の
低
か
っ
た
「
喫
煙
と
健

康
」
に
つ
い
て
、
啓
発
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
住
民
活
動
を
よ
り
活
発
化

し
て
い
く
た
め
、
食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
を
開
催
し
、
講
座
を
修

了
し
た　

人
の
方
に
、
本
年
度
か
ら

１４

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
業
務
は
、
本
年

度
、
第
５
期
介
護
保
険
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
高
齢
者
福
祉
祭　

　

平
成　

年　

月
に
「
第　

回
全
国

２５

１０

２６

健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
」、
愛
称

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
」
が
県
内　

市
町
村
を
会

１８

場
に
開
催
さ
れ
る
。中
芸
地
区
で
は
、

５
町
村
の
共
同
開
催
に
よ
る
「
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
」
競
技
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
年
４
月

か
ら
連
合
内
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

推
進
課
」
を
設
置
し
、
事
業
の
推
進

に
当
た
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
本
大
会
の
開

２４

催
に
準
じ
た
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

９
月　

日
、　

日
の
２
日
間
で
実
施

２９

３０

す
る
予
定
で
あ
り
、
県
実
行
委
員
会

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的

な
開
催
内
容
等
に
つ
い
て
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
 

　

▲ バウンドテニス大会（結いの丘ドーム）
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◆
報
告
事
業

　
○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２３

度
へ
の
繰
越
明
許
費
繰
越
総
額
は
、

１
億
１
、
８
９
５
万
円
で
あ
る
。

　

主
な
繰
越
事
業
は
、農
業
体
質
強

化
基
盤
整
備
促
進
事
業（
水
路
改
修

工
事
）１
、１
５
０
万
円
、加
領
郷
漁

港
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
負
担
金

２
、１
８
４
万
円
、町
道
米
ケ
岡
４
号

線
改
良
工
事
２
、９
９
２
万
円
、奈
半

利
町
２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
事

業
５
、３
９
３
万
円
な
ど
で
あ
る
。

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

歳
出
予
算
の
経
費
で
、
予
算
成
立

後
の
事
由
に
基
づ
き
年
度
内
に
そ
の

支
出
が
終
わ
る
見
込
み
が
な
く
、
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
経

費
。

◆
専
決
処
分

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
的

年
金
所
得
者
に
係
る
町
民
税
の
申
告

の
簡
素
化
や
東
日
本
大
震
災
に
係
る

被
災
居
住
用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲

渡
期
限
の
延
長
な
ど
の
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分
を
行
っ

た
の
で
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も

の
。

 

賛
成
者
全
員
（
承
認
）

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
専

決
処
分
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
承
認

を
求
め
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
承
認
）

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
第
６
号
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
歳
入
の
う

ち
特
別
交
付
税
が
３
月
議
会
後
に
既

決
予
算
額
よ
り
も
７
、
０
０
０
万
円

ほ
ど
増
額
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
と
、
歳
出
が
予
算
執
行
残
に
よ

る
不
用
額
の
見
込
み
等
の
係
数
整
理

を
行
い
、
こ
れ
ら
の
余
剰
金
を
減
債

基
金
に
積
み
立
て
て
翌
年
度
へ
の
繰

越
額
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
調
整

を
図
っ
た
専
決
処
分
を
行
っ
た
の

で
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
承
認
）

※
専
決
処
分
と
は

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
案
件
に
つ
い

て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合

な
ど
に
町
長
が
そ
の
案
件
を
処
分
す

る
こ
と
。

◆
条　
　

例

○
奈
半
利
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
課
の
事
務
分
掌
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
印
鑑
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
た
外
国
人
住
民
に

つ
い
て
も
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
に
伴
い
、
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
し
て
必
要
な
事

項
の
整
備
を
行
う
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
外
国
人
住
民
に
つ
い
て
も
住

民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に
加
え

る
こ
と
に
伴
い
、
外
国
人
登
録
原
票

の
写
し
等
に
関
す
る
手
数
料
の
項
目

を
削
除
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
立
奈
半
利
幼
稚
園
授
業
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
幼
稚
園
の
特
別
保
育
料

の
徴
収
に
つ
い
て
条
例
に
追
加
す
る

も
の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

◆
補
正
予
算

　

一
般
会
計
に
３
億
１
４
６
万
６
千

円
追
加
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
か
ら
４
万
３
千
円
減
額
す
る

も
の
。

補正予算の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

採決結果補正後の額補　正　額補正会　計　別

賛成者全員２７億　５４６万６千円３億１４６万６千円１号一 般 会 計

賛成者全員５億７，７６４万６千円△４万３千円１号国民健康保険特別会計

※　△は減額
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委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・
状
況
等
の

説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議
を
行
っ

た
。

○
調
査
事
件

（
１
）
道
路
拡
幅
改
良
工
事

（
２
）
本
村
簡
易
水
道
布
設
替
え

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月
５
日
）

○
調
査
概
要

（
１
）
道
路
拡
幅
改
良
工
事

　

町
道
大
原
・
西
ノ
平
線
は
、延
長
約

４
、２
０
０
ｍ
、幅
員
４
ｍ
、事
業
費

は
約
５
億
円
で
、工
事
完
成
予
定
は

早
く
て
も
５
～
６
年
後
と
な
る
。

　

町
道
須
川
・
久
礼
岩
線
は
、延
長
約

７
２
０
ｍ
、幅
員
４
ｍ
、事
業
費
は
約

１
億
５
、０
０
０
万
円
で
、工
事
完
成

予
定
は
平
成　

年
度
で
あ
る
。

２６

（
２
）
本
村
簡
易
水
道
布
設
替
え

　

平
成　

年
度
は

２２

延
長
４
９
２
ｍ
、

工
事
費
約
２
、
１

０
０
万
円
。
平
成

　

年
度
は
延
長
３

２３４
３
ｍ
、
工
事
費

約
２
、
０
０
０
万

円
で
事
業
を
実
施

し
た
。

　

本
年
度
の
工
事

費
は
約
７
、
０
０

０
万
円
で
、
残
り

約
９
、
０
０
０
ｍ

の
測
量
設
計
も
行

う
予
定
で
あ
る
。

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
総
務
課
、
教

育
委
員
会
か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・

状
況
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協

議
を
行
っ
た
。

○
調
査
事
件

（
１
）
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
候
補
地
の
調

査
協
定

（
２
）
防
災
対
策
の
状
況

（
３
）
奈
半
利
町
学
校
・
警
察
連
絡

制
度

○
調
査
概
要

（
１
）
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
候
補
地
の
調

査
協
定

　

デ
ッ
カ
局
跡
地
及
び
公
共
施
設

（
奈
半
利
町
小
学
校
体
育
館
な
ど
７

施
設
）
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
施
設
（
メ
ガ
ー
ソ
ー
ラ
ー
）
の
候

補
地
と
し
て
、
適
地
調
査
等
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
調
査
期
間
を
平
成

　

年
７
月　

日
ま
で
と
し
て
、
㈱
Ｊ

２４

３１

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
と
協
定
の
締
結
を
行
っ

た
。
今
後
、
報
告
さ
れ
る
評
価
結
果

に
基
づ
き
、
事
業
化
等
に
つ
い
て
協

議
、
検
討
を
行
う
。

（
２
）
防
災
対
策
の
状
況

　

地
震
及
び
津
波
避
難
対
策
と
し

て
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
対

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月
５
日
）

象
と
な
る
事
業
を
津
波
対
策
の
ハ
ー

ド
事
業
を
主
体
に
計
画
立
案
し
、

国
、
県
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　

計
画
さ
れ
た
事
業
内
容
等
の
協
議

と
加
領
郷
小
学
校
敷
地
内
へ
の
防
災

倉
庫
の
建
設
、
ソ
フ
ト
事
業
の
重
要

性
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

（
３
）
奈
半
利
町
学
校
・
警
察
連
絡

制
度

　

現
行
制
度
の
内
容
を
拡
充
さ
せ

た
、
新
た
な
「
奈
半
利
町
学
校
・
警
察

連
絡
制
度
」
を
７
月
１
日
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
あ
り
、
６
月
中
に
協
定

を
締
結
し
、
生
徒
を
通
じ
て
保
護
者

に
周
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
制
度
は
、
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
等
の
初
期
段
階
か
ら
学
校
、
警

察
、
家
庭
が
緊
密
に
連
携
し
、
多
角

的
な
支
援
を
行
い
、
早
期
の
立
ち
直

り
や
非
行
及
び
犯
罪
防
止
を
図
る
こ

と
で
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
目

的
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

 　

平
成　

年
２
月
２
日
開
催
の
奈
半

２４

利
川
水
系
ダ
ム
検
討
会
と
平
成　

年
２４

３
月　

日
開
催
の
奈
半
利
川
水
利
対

２２

策
協
議
会
で
の
協
議
事
項
に
つ
い

　

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

　

中
間
報
告

　
　

（
４
月　

日
）

１９

て
、
地
域
振
興
課
か
ら
説
明
及
び
報

告
を
受
け
、
そ
の
内
容
及
び
水
利
権

更
新
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

○
調
査
事
件

（
１
）
奈
半
利
川
水
系
ダ
ム
検
討
会

及
び
奈
半
利
川
水
利
対
策
協

議
会
の
協
議
事
項
の
報
告

（
２
）
水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
取

り
組
み

○
調
査
概
要

　

出
水
に
よ
る
奈
半
利
川
の
被
災
状

況
、
奈
半
利
川
の
水
質
及
び
床
止

工
、
治
山
及
び
森
林
整
備
の
対
策
、

濁
水
早
期
排
出
及
び
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放

流
、
清
水
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
各
項
目

に
つ
い
て
の
協
議
内
容
の
報
告
を
受

け
た
。

　

今
後
の
活
動
は
、
流
域
町
村
、
関

係
団
体
、
住
民
と
連
携
を
図
り
、
山

の
再
生
、
ア
ユ
の
生
態
系
な
ど
の
調

査
を
行
い
、
県
知
事
、
県
議
会
、
国

会
、
森
林
管
理
局
、
㈱
電
源
開
発
な

ど
に
要
望
、
陳
情
活
動
を
行
う
。

　

維
持
流
量
、
清
水
バ
イ
パ
ス
の
整

備
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
活
動
を
行

う
。

　

更
新
期
限
ま
で
の
年
度
別
に
行
程

表
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
定
め
て
、

計
画
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。

▲拡幅改良予定の町道（大原・西ノ平線）
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防
災
（
地
震
・
津
波
）
対
策
と
し
て

宮
城
県
内
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

日
時

　

平
成　

年
５
月　

日
～　

日

２４

１５

１６

場
所

　

研
修

　
　

南
三
陸
町
役
場

　

現
地
視
察

　
　

南
三
陸
町
（
志
津
川
地
区
）

　
　

石
巻
市
（
大
川
小
学
校
）

　
　

石
巻
市
（
石
巻
漁
港
周
辺
）

　
　

名
取
市
（
閖
上
地
区
）
な
ど

目
的

　

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
現
状
及

び
防
災
計
画
等
の
問
題
点
を
調
査

し
、
今
後
の
本
町
に
お
け
る
地
域
防

災
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
こ
と
。

研
修
概
要

南
三
陸
町
（
役
場
・
志
津
川
地
区
）

毅
こ
の
度
の
大
津
波
は
過
去
に
対
策

を
行
っ
て
き
た
津
波
の
想
定
を
大

き
く
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
１

７
、
６
６
６
人
の
町
民
の
う
ち
死

者
・
行
方
不
明
者
は
７
９
７
人
、

住
宅
の
全
壊
・
流
失
は
３
、
１
４

２
戸
で
、
低
地
の
市
街
地
は
壊
滅

的
な
被
害
に
遭
っ
た
。

毅
津
波
か
ら
人
命
を
守
る
一
番
の
方

法
は
、
各
自
が
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
に
と
に
か
く
逃
げ
る
こ
と
で

あ
る
。
自
宅
に
荷
物
を
取
り
に

戻
っ
た
者
は
ほ
と
ん
ど
助
か
っ
て

い
な
い
。

毅
過
去
に
何
度
も
津
波
被
害
に
遭
っ

て
い
る
た
め
、
防
潮
堤
や
避
難
タ

ワ
ー
の
整
備
を
行
い
、
屋
外
に
は

数
多
く
の
防
災
無
線
、
屋
内
は
戸

別
受
信
機
を
整
備
し
、
昼
夜
を
問

わ
ず
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
過
信
や
思
い
込
み
と

な
り
、
た
と
え
ば
海
岸
か
ら
２
㎞

の
内
陸
部
で
茶
の
間
で
亡
く
な
っ

て
い
た
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
っ
た
な
ど
、
避
難
行
動

が
遅
れ
た
め
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
今
後
は
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定

し
た
地
域
防
災
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

毅
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

交
通
弱
者
は
避
難
が
困
難

な
状
況
で
あ
っ
た
。
一
方

で
迅
速
に
高
台
に
避
難
し

た
者
は
命
が
救
わ
れ
て
お

り
、
避
難
経
路
の
充
実
が

極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
車
両
で
移
動
し
た
も

の
は
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

て
被
害
に
遭
う
状
況
で
あ
っ
た
。

毅
徒
歩
で
避
難
す
る
場
合
は
、
高
台

の
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
は
５
０

０
ｍ
以
内
。
そ
れ
以
上
離
れ
た
ら

避
難
タ
ワ
ー
や
避
難
ビ
ル
の
整
備

が
必
要
で
あ
っ
た
。

毅
当
日
は
雪
が
降
っ
て
い
て
寒
か
っ

た
。
布
団
な
ど
で
暖
を
と
る
対
策

は
と
っ
た
が
、
低
体
温
で
翌
朝
ま

で
に　

人
ぐ
ら
い
が
亡
く
な
っ

１０

た
。
低
体
温
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

毅
自
衛
隊
は
震
災
と
と
も
に
移
動
開

始
し
て
く
れ
た
が
、
道
路
が
瓦
礫

で
通
行
で
き
ず
５
～
７
日
ぐ
ら
い

し
な
い
と
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
間
に
頼
れ
る
の
は

自
衛
隊
と
米
軍
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
だ
け
で
あ
っ

た
。

毅
水
道
、
電
気
、
通
信
、

交
通
網
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
す
べ
て
被
災

し
何
も
な
く
な
っ
た
。

懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク

も
満
足
に
な
い
状
況
で

生
活
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

毅
３
日
分
の
食
糧
と
水
を

用
意
し
て
お
く
こ
と
。

毅
水
道
施
設
は
、
海
水
が

地
中
に
し
み
込
ん
だ
関
係
で
く
み

上
げ
た
水
か
ら
塩
分
が
抜
け
ず
、

約
６
カ
月
間
飲
用
に
は
適
さ
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
想
定
外
で
あ
っ

た
。

毅
役
場
が
流
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、

行
政
機
能
が
ま
ひ
し
、
初
動
の
救

援
活
動
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

た
。

毅
避
難
施
設
を
結
ぶ
交
通
網
が
寸
断

さ
れ
救
援
活
動
や
物
資
の
運
搬
に

支
障
が
出
た
。
な
お
高
台
で
の
道

路
整
備
は
す
れ
違
い
が
で
き
る
道

路
と
す
る
こ
と
。

毅
放
送
媒
体
が
何
も
な
か
っ
た
の

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告（
防
災
対
策
）

（
防
災
対
策
）

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告（
防
災
対
策
）

（
防
災
対
策
）

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告（
防
災
対
策
）

（
防
災
対
策
）

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告（
防
災
対
策
）

（
防
災
対
策
）

視
察
研
修
報
告（
防
災
対
策
）

▲被害状況や避難計画等の問題点の説明（南三陸町役場）

▲４階まで水没した志津川病院（南三陸町）
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で
、
急
き
ょ
、
災
害
Ｆ
Ｍ
を
立
ち

上
げ
、
ラ
ジ
オ
を
配
布
し
、
生
活

物
資
の
配
給
案
内
な
ど
の
生
活
情

報
を
住
民
に
提
供
し
た
。

毅
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
、
銀

行
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
身
分
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

罹
災
・
被
災
証
明
の
申
請
や
公
的

支
援
の
手
続
き
に
大
変
苦
労
し

た
。
そ
の
た
め
預
金
通
帳
、
免
許

証
、
保
険
証
書
な
ど
避
難
時
に
持

ち
出
す
も
の
を
事
前
に
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

毅
患
者
の
疾
病
履
歴
や
投
薬
情
報
が

す
べ
て
失
わ
れ
、
治
療
に
影
響
が

出
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
証
明
す
る

も
の
も
持
ち
出
す
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
。

石
巻
市
（
大
川
小
学
校
）

毅
全
児
童
１
０
８
人
の
う
ち　

人
、

７４

教
職
員　

人
の
う
ち　

人
が
犠
牲

１１

１０

に
な
っ
た
。

毅
河
口
か
ら
約
４ 
㎞ 
上
流
に
位
置
す

る
た
め
危
機
意
識
が
薄
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

毅
す
ぐ
裏
に
は
急
斜
面
で
は
あ
る
が

山
が
あ
り
、
避
難
路
を
整
備
し
て

お
け
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
者
は

で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

毅
地
元
出
身
の
教
職
員
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
周
辺
の
地
形

な
ど
が
十
分
に
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
要
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

石
巻
市（
石
巻
漁
港
周
辺
）

毅
水
産
加
工
施
設
が
壊
滅

的
な
被
害
に
遭
い
、
職

を
失
い
復
興
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。

毅
地
盤
地
下
と
瓦
礫
の
処

理
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
復
興
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。

名
取
市
（
閖
上
地
区
）

毅
何
百
人
も
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
こ

の
地
区
は
、
海
岸
線
か
ら
高
速
道

路
ま
で
津
波
を
防
ぐ
も
の
が
ほ
と

ん
ど
な
い
地
形
で
あ
り
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
や
避
難
ビ
ル
の
必
要
性

と
高
速
道
路
な
ど
高
台
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
た
。

毅
周
辺
の
農
地
が
冠
水
し
た
た
め
塩

害
と
地
盤
沈
下
で
排
水
機
能
が
失

わ
れ
た
こ
と
で
、
水
稲
の
作
付
け

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。

　

奈
半
利
町
議
会
で
は
、

近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備
え
、

町
や
自
主
防
災
組
織
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
地

震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
視
察
を

行
い
、
そ
の
悲
惨
な
現
状

を
直
接
に
見
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
た
今
な
お
仮
設
住

宅
な
ど
で
不
便
な
避
難
所

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

被
災
者
な
ど
か
ら
、
実
際
に
体
験
し

た
津
波
の
恐
怖
や
被
害
状
況
、
震
災

後
の
町
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
今
回

経
験
し
た
震
災
の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
防
災
対
策
の
大
幅

な
見
直
し
と
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
性
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、避
難
路
や
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
整
備
・
高
台
で
の
住
宅
用

地
の
確
保
や
交
通
網
、
防
災
拠
点
施

設
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
・
防
災
及
び

減
災
対
策
と
し
て
の
防
潮
堤
や
離
岸

堤
の
設
置
、
河
川
を
遡
上
す
る
津
波

に
備
え
る
た
め
の
護
岸
堤
の
改
修
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
児

童
生
徒
を
震
災
か
ら
守
る
た
め
の
防

災
教
育
・
繰
り
返
し
の
避
難
訓
練
・
高

齢
者
や
障
害
者
の
避
難
支
援
や
要
援

護
者
台
帳
の
活
用
方
法
・
関
係
団
体

と
の
災
害
支
援
協
定
の
締
結
・
被
災

後
に
必
要
と
な
る
も
の
の
事
前
準
備

と
そ
の
広
報
活
動
な
ど
ソ
フ
ト
面
の

取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
を
は
じ
め
と
す
る
高
知
県
沿

岸
部
は
、
内
閣
府
の
有
識
者
検
討
会

か
ら
大
変
厳
し
い
津
波
高
の
想
定
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
視
察

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
今
後
、
町
執
行
部
を
た
だ
し

な
が
ら
、
あ
る
い
は
協
力
し
、
ま
た

国
・
県
に
対
し
て
は
で
き
る
限
り
の

支
援
を
要
請
し
、
地
震
、
津
波
被
害

か
ら
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

や
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
※
今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
奈
半
利
川

濁
水
対
策
と
し
て
清
水
バ
イ
パ
ス
等

の
調
査
も
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
等
を
議
会
に
報
告
し
、
次
回
の

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

▲全児童の７割が犠牲となった大川小学校（石巻市）

▲地盤地下などのため復興が進まない住宅地（名取市）
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問　

５
月　

日
か
ら
の
研
修
に
お
い

１４

て
、
宮
城
県
南
三
陸
町
や
石
巻
市
な
ど

の
数
多
く
の
被
災
地
を
視
察
し
た
が
、

想
像
を
絶
す
る
こ
と
が
起
き
て
い
た
。

被
災
後
の
復
興
計
画
を
事
前
に
立
て
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
ま
ず
は

地
震
津
波
に
よ
る
被
害
を
い
か
に
最
小

限
に
防
ぐ
か
の
備
え
が
よ
り
大
事
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。

　

研
修
を
行
っ
た
南
三
陸
町
で
は
、
人

的
被
害
だ
け
で
、
死
者
５
６
５
人
、
行

方
不
明
者
２
７
０
人
の
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
る
。ま
た
住
宅
の
全
壊
、

流
失
が
３
、
１
４
２
戸
、
海
岸
近
く
の

防
災
対
策
庁
舎
付
近
の
津
波
高
は　

・
１５

６
ｍ
で
、
こ
こ
で
も
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
津
波
避
難
タ

ワ
ー
、
津
波
避
難
ビ
ル
、
避
難
路
な
ど

を
整
備
、
計
画
は
し
て
い
る
し
、
ま
た

財
政
難
で
は
あ
る
と
思
う
が
、
県
・
国

に
働
き
か
け
を
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
人
命
を
守
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①　

今
回
の
津
波
に
よ
り
、
幹
線
道
路

が
壊
滅
し
て
援
助
物
資
な
ど
が
運
べ

ず
、
助
か
る
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
高
速
道
路
が
津
波

を
防
ぎ
、
多
く
の
人
命
や
住
宅
が
助

か
っ
た
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。

　

本
町
も
海
岸
沿
い
の
市
町
村
と
連
携

し
て
、
幹
線
道
路
を
高
く
上
げ
て
整
備

す
る
か
、
あ
る
い
は
高
台
に
整
備
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②　

南
三
陸
町
な
ど
で
は
、高
台
に
新

し
く
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、適

地
が
少
な
い
た
め
、高
台
の
地
価
が
高

騰
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。当
町

で
も
、今
は
地
価
が
安
い
が
、高
台
に
は

住
宅
用
地
と
し
て
の
適
地
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。今
回
の
教
訓
を
生
か
し
、多

く
の
住
民
の
避
難
場
所
、仮
設
住
宅
用

地
を
確
保
す
る
こ
と
も
考
え
て
、候
補

地
の
調
査
を
早
期
に
行
い
、高
台
に
住

宅
用
地
の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

高
知
県
東
部
で
は
、生
活
幹
線
道
路

と
し
て
、
国
道　

号
し
か
な
く
、も
し
津

５５

波
に
よ
り
国
道　

号
が
被
災
す
る
と
、

５５

救
援
物
資
な
ど
が
届
か
ず
、
陸
の
孤
島

と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。そ
の
た
め
に

も
、現
在
、「
命
の
道
」
と
し
て
、「
四
国
８

の
字
ル
ー
ト
」
の
早
期
完
成
を
四
国
８

の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東

南
部
連
盟
で
、
地
元
国
会
議
員
、
国
土
交

通
省
な
ど
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　

近
隣
市
町
村
が
連
携
を
し
て
、例
え

ば
中
山
間
地
域
を
つ
な
ぐ
路
線
の
整
備

を
国
道　

号
よ
り
高
い
位
置
に
建
設
す

５５

る
こ
と
に
よ
り
、地
域
間
交
流
を
豊
か

に
し
、
労
働
力
の
共
有
、地
域
の
活
性
化

を
図
り
、
ひ
い
て
は
津
波
対
策
と
な
る

道
路
の
建
設
は
、非
常
に
有
効
な
施
策

で
あ
る
と
思
う
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め

て
い
く
か
、近
隣
市
町
村
、
高
知
県
と
も

よ
く
話
し
合
い
、
検
討
し
て
い
く
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

地
震
規
模
、
震
度
、
最
大
津
波
高
と

も
に
、
従
来
想
定
よ
り
高
い
数
値
が
国

の
内
閣
府
が
設
け
た
有
識
者
検
討
会
か

ら
示
さ
れ
て
お
り
、
津
波
到
達
水
域
に

つ
い
て
も
、
国
道　

号
を
北
に
越
え

５５

て
、
百
石
ふ
も
と
地
区
あ
た
り
ま
で
及

ぶ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
想
定
の
な
か
、
地
震
発

生
の
際
の
避
難
場
所
と
し
て
、
ま
た
地

震
や
津
波
に
よ
り
家
屋
を
失
わ
れ
た
住

民
の
仮
設
住
宅
用
地
と
し
て
津
波
の
影

響
が
な
い
高
台
の
用
地
確
保
は
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
副
町
長
を
チ
ー
ム
長
と
し

て
、
庁
内
で
南
海
地
震
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
高
台

の
候
補
地
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
急
に
候
補
地
を
決

定
し
、
用
地
確
保
並
び
に
整
備
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

▲津波により破壊された防災対策庁舎（南三陸町）

森岡　昌敏　議員
震災に備えて
　高台に道路・住宅用地の整備を

住宅用地の候補地を早急に決定したい／総務課長

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
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高
知
県
が
締
結
し
て
い
る
防
災
に

関
す
る
協
定
等
一
覧
は
、　

項
目
、
１

１３

１
７
種
類
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

市
町
村
単
独
で
の
災
害
応
援
協
定
が
、

県
内
で
も
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

受
け
、
各
自
治
体
で
も
早
急
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
策
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
と
考
え
る
が
、
今
現
在
の

締
結
状
況
と
今
後
の
見
解
を
伺
う
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
被
災
自
治
体

単
独
で
は
、
膨
大
な
応
急
復
旧
活
動
を

満
足
に
遂
行
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が

生
じ
る
た
め
、
他
自
治
体
や
民
間
事
業

者
に
支
援
を
お
願
い
し
て
、
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
災
害
発

生
時
に
は
、
県
に
要
請
し
て
締
結
し
て

い
る
関
係
機
関
に
支
援
を
求
め
る
こ
と

に
な
る
が
、
迅
速
・
効
率
的
に
復
旧
を

進
め
る
た
め
に
は
、
町
内
事
業
者
や
関

係
機
関
と
の
災
害
支
援
の
協
定
締
結
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
本
町
が
災
害
支
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
関
係
機
関
は
、
奈
半
利
町

建
設
・
土
木
・
水
道
業
者
他
、
東
山
薬

局
、
中
芸
地
区
電
気
工
事
組
合
、
安
芸

建
設
協
会
、
社
団
法
人
高
知
県
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
協
会
安
芸
支
部
、
災
害
時
相

互
応
援
支
援
と
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
支

援
は
全
市
町
村
、
社
団
法
人
高
知
県
建

築
士
会
、
四
国
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
㈱
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
ド
コ
モ
Ｐ
＆
Ｓ

セ
ン
タ
ー
の
各
機
関
・
業
者
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
積
極
的

に
医
療
・
収
容
・
物
資
・
輸
送
等
の
各
分

野
で
、
町
内
あ
る
い
は
近
辺
の
各
事
業

者
、
各
団
体
と
の
支
援
協
定
の
締
結
に

努
力
し
て
い
く
。

問　

役
場
並
び
に
公
共
施
設
が
最
大
５

～　

ｍ
の
浸
水
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、

１０
厳
し
い
想
定
で
あ
る
が
、
冷
静
に
受
け

止
め
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

役
場
で
の
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機

能
が
果
た
せ
な
い
場
合
を
想
定
し
た
、

高
台
へ
の
分
散
型
の
防
災
拠
点
の
整
備

を
提
案
す
る
。

　

役
場
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
を

想
定
し
、
最
低
限
の
指
示
伝
達
危
機

材
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
、
高
台
の
整

備
を
し
た
上
で
の
、
仮
設
住
宅
設
置
場

所
の
確
保
、
将
来
的
な
施
策
の
中
で
の

企
業
誘
致
等
を
考
え
た
広
域
な
広
場
を

整
備
し
、
災
害
応
急
復
旧
活
動
の
諸
施

策
の
基
本
を
定
め
て
、
町
民
の
命
を
守

る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
災
害

対
応
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
急
務
だ

と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
の
見
解
を
伺

う
。

答　

齊
藤
町
長

　

内
閣
府
の
地
震
想
定
で
は
、
本
町
の

最
大
津
波
高
は
海
岸
部
で　

・
６
ｍ
と

１２

想
定
さ
れ
た
。
現
在
庁
舎
に
は
、
防
災

行
政
無
線
、
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
、
高
知
県
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
等
防
災
関
係
設
備
が
２

階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
最
大
津
波
の

場
合
、
庁
舎
も
５
～　

ｍ
の
範
囲
で
浸

１０

水
予
測
さ
れ
る
た
め
、
状
況
に
よ
れ

ば
、
防
災
対
策
の
拠
点
機
能
が
不
可
能

な
場
合
も
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
浸
水
が

ま
ぬ
が
れ
る
庁
舎
屋
上
の
屋
根
裏
を
改

修
し
て
、
こ
れ
ら
の
機
器
設
備
を
移
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
情
報
収

集
、
情
報
発
信
が
確
保
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。
５
月
の
住
民
懇
談
会
で

も
、
一
時
避
難
場
所
を　

カ
所
指
定

１２

し
、
震
災
時
に
は
近
く
の
避
難
場
所
に

逃
げ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　

役
場
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
、

愛
光
園
周
辺
を
第
２
の
総
合
防
災
拠
点

と
し
て
、
放
送
設
備
や
備
蓄
倉
庫
等
の

整
備
を
し
、
支
援
部
隊
や
救
援
物
資
の

受
け
入
れ
等
の
対
応
可
能
と
な
る
対
策

を
講
じ
る
た
め
、
総
合
計
画
に
も
事
業

費
と
し
て
概
算
で
は
あ
る
が
、
２
億
円

を
計
上
し
て
、
諸
政
策
に
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

岩内　　博　議員
災害応援協定の準備体制の
　整備を急ぐ
関係団体との支援協定の締結に努力する／総務課長

災
害
に
備
え
た
防
災
拠
点
整
備
は

愛
光
園
周
辺
へ
の
整
備
を
検
討
す
る
／
町
長

▲高台にヘリポートの整備を（馬路村のヘリポート）
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問　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

は
、
原
発
の
危
険
性
を
国
民
の
前
に
事

実
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

現
在
の
原
発
の
技
術
は
本
質
的
に
は

未
完
成
で
、
極
め
て
危
険
な
も
の
で
あ

る
。原
発
は
莫
大
な
放
射
性
物
質（
死
の

灰
）
を
抱
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ど
ん

な
事
態
が
起
き
て
も
閉
じ
込
め
て
お
く

完
全
な
技
術
は
な
い
。
ひ
と
た
び
大
量

の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
れ
ば
、
被

害
は
深
刻
か
つ
広
範
囲
で
将
来
に
わ

た
っ
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

原
発
か
ら
撤
退
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り

替
え
に
本
格
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
首
長
は
原
発

の
考
え
方
と
特
に
伊
方
原

発
の
再
稼
働
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
、
見
解
を
示

せ
。

答　

齊
藤
町
長

　

福
島
第
一
原
発
で
重
大

事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の

放
射
能
汚
染
と
被
害
は
広

が
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

生
命
と
健
康
を
脅
か
す
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
原
発

は
、
発
生
す
る
膨
大
な
熱

を
取
り
除
く
こ
と
に
失
敗

す
る
と
燃
料
棒
が
溶
融
し
、
ご
く
短
時

間
で
重
大
事
故
に
至
る
。
そ
う
な
る
と

発
生
す
る
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る
方

法
が
な
く
、
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
将

来
的
に
は
脱
原
発
の
方
向
で
行
く
べ
き

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い

て
は
、
安
全
基
準
の
厳
格
化
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
基
準
が
ク
リ
ア
ー
さ
れ
れ

ば
、
電
力
不
足
に
陥
る
現
況
か
ら
は
、

や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設

設
置
等
に
関
す
る
基
本
合
意
を
本
町
と

株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
の
間
で
行
っ

た
。そ
の
業
務
内
容
、
実
施
期
間
、
調
査

箇
所
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
調
査
結
果

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
対
応
す
る

考
え
か
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
つ
く
っ
た
電
気

を
発
電
者
に
有
利
な
価
格
で
買
い
取
る

こ
と
を
電
力
会
社
に
義
務
付
け
る
「
固

定
価
格
買
取
り
制
度
」
が
動
き
出
す
。

経
済
界
、
県
、
市
町
村
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
再
生
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め

た
。
本
町
も
風
力
、
太
陽
光
、
小
水
力

発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
発
電
事
業
が

実
施
で
き
な
い
か
調
査
を
行
う
考
え

は
。

 

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

業
務
内
容
は
、
奈
半
利
町
が
提
案
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
候

補
地
に
関
す
る
適
性
調
査
や
調
査
結
果

に
基
づ
く
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
内
容
の
提
案
な
ど
で
、
調
査
期
間
は

平
成　

年
４
月　

日
か
ら
７
月　

日
ま

２４

２５

３１

で
。
調
査
候
補
地
は
、
デ
ッ
カ
局
跡
、
奈

半
利
小
学
校
体
育
館
、
奈
半
利
中
学
校

校
舎
、
立
町
第
１
団
地
、
生
木
団
地
１

号
棟
・
２
号
棟
、
生
木
東
団
地
、
愛
光
園

の
８
カ
所
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
基
に

実
施
で
き
る
か
ど
う
か
判
断
し
、
候
補

地
が
適
性
で
あ
れ
ば
施
設
の
設
置
を
進

め
た
い
。

　

風
力
・
太
陽
光
・
小
水
力
発
電
・
バ
イ

オ
マ
ス
等
に
よ
る
発
電
事
業
に
つ
い
て

は
ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
い
が
、
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
し
て
お

り
、
今
後
、
本
町
の
地
の
利
を
生
か
し

た
小
水
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
等
に
よ

る
発
電
の
可
能
性
を
調
査
検
討
し
た

い
。　

▲太陽光発電施設の調査候補地（奈半利小学校体育館）

山中　　茂　議員
脱原発と伊方原発の再稼働に
　反対すべきでは
将来は脱原発の方向へ伊方原発は安全という条件付きで再稼働／町長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
業
者
と
の
合
意
内
容
と　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
な
取
り
組
み
を
問
う

　
　

調
査
結
果
が
適
性
な
ら
施
設
の
設
置
を
進
め
、太
陽
光
、

　
　

小
水
力
な
ど
の
調
査
も
検
討
し
た
い
／
地
域
振
興
課
長
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問　

奈
半
利
小
・
中
学
校
や
加
領
郷
小

学
校
の
体
育
館
、
町
民
会
館
な
ど
の
施

設
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
大
切
な
祝
い

事
（
敬
老
会
・
成
人
式
・
入
学
式
、
卒
業

式
な
ど
）
に
も
使
用
す
る
が
、
毎
年
、

電
球
な
ど
が
切
れ
て
い
る
な
ど
一
生
を

飾
る
場
所
に
配
慮
が
足
り
な
い
と
考
え

る
。
中
学
校
の
ト
イ
レ
な
ど
は
数
カ
月

間
も
戸
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た
と
聞
く

し
、
加
領
郷
の
体
育
館
で
は
雨
漏
り
が

あ
り
、
授
業
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

早
急
に
修
繕
を
す
る
な
ど
の
対
応
策
を

取
る
べ
き
と
思
う
が
、
各
教
育
施
設
の

管
理
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　

田
中
教
育
次
長

　

各
学
校
の
体
育
館
の
管
理
は
、
各
学

校
の
校
長
が
管
理
し
て
い
る
。
施
設
に

不
具
合
が
生
じ
、
修
理
の
必
要
が
あ
る

場
合
、
修
繕
の
見
積
も
り
を
徴
し
て
実

施
の
協
議
を
教
育
委
員
会
と
行
い
、
修

繕
を
行
う
。
体
育
館
の
照
明
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
の
体
育
館
で
５
個
、
加
領

郷
小
学
校
で
２
個
の
照
明
灯
が
切
れ
て

い
た
。
早
急
に
取
り
換
え
修
理
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

去
る
４
月　

日
に
加
領
郷
小
学
校
か

２３

ら
、
体
育
館
で
雨
漏
り
が
発
生
し
た
と

連
絡
が
あ
っ
た
。
前
夜
降
っ
た
雨
が
体

育
館
に
雨
漏
り
し
た
も
の
で
、
以
後
５

月
２
日
ま
で
３
回
雨
漏
り
が
発
生
し

た
。
対
応
と
し
て
は
最
初
の
雨
漏
り
直

後
か
ら
設
計
業
者
に
連
絡
し
、
施
工
業

者
も
体
育
館
の
屋
根
に
上
が
っ
て
調
査

を
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
雨
漏
り

の
原
因
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。
６
月

　

日
に
体
育
館
の
棟
を
剥
ぎ
、
原
因
調

１６査
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
雨
漏
り
の
発

生
か
ら
幾
分
期
間
が
か
か
っ
て
い
る

が
、
修
繕
に
向
け
、
努
力
す
る
。

問　

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
は
適
切
に

支
出
さ
れ
て
い
る
の
か
透
明
性
が
見
え

な
い
が
、
収
入
、
支
出
の
決
算
書
に
は

目
を
通
し
て
い
る
の
か
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。

　

各
種
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
が
、
補
助
金

が
年
度
内
に
使
わ
れ

て
い
な
い
と
聞
く
。
各

種
団
体
へ
の
補
助
金

は
年
度
内
に
支
出
し

な
け
れ
ば
、
翌
年
度
は

補
助
金
が
交
付
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
一
生
懸
命
活
動

し
て
い
る
団
体
が
１

万
円
の
補
助
金
し
か

交
付
さ
れ
ず
、
苦
労
し

て
い
る
と
も
聞
く
。
活

動
に
力
を
入
れ
て
い

る
団
体
に
は
予
算
を

十
分
に
出
し
て
、
本
町

の
活
性
化
を
進
め
、
活

動
を
向
上
さ
せ
る
考

え
を
す
べ
き
と
思
う

が
、
取
り
組
み
は
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
の
交
付
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
奈
半
利
町
補

助
金
交
付
規
則
に
則
っ
て
、
申
請
者
の

住
所
及
び
氏
名
、
事
務
及
び
事
業
の
計

画
書
、
収
支
予
算
書
、
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
書
類
、
工
事
の
施
工
に
あ
っ
て

は
、
実
施
計
画
書
を
記
載
し
た
補
助
金

交
付
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

町
長
は
、
補
助
金
の
交
付
申
請
が

あ
っ
た
時
は
、
そ
の
内
容
を
調
査
し
、

補
助
金
を
交
付
す
べ
き
も
の
と
認
め
た

と
き
は
、
こ
れ
を
決
定
し
、
速
や
か
に

補
助
金
交
付
申
請
者
に
決
定
の
内
容
お

よ
び
、
こ
れ
に
条
件
を
付
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
条
件
を
通
知
し
た
後
に
補
助

金
を
交
付
す
る
。
補
助
事
業
者
は
、
補

助
事
業
が
完
了
し
た
時
は
、
補
助
事
業

実
績
報
告
書
を
、
出
納
閉
鎖
期
ま
で
に

町
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

な
っ
て
い
る
。　

中川　和明　議員
教育関係施設・町民会館の
　維持管理について
各学校長と協議し、適切な管理に努める／教育次長

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
支
出
額
は
適
正
か

補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
き
交
付
し
て
い
る
／
総
務
課
長

▲雨漏りの早期修繕を（加領郷小学校体育館）
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問　

平
成　

年
７
月
に
開
通
し
た
ご
め

１４

ん
・
な
は
り
線
、
同
時
期
に
発
見
さ
れ

た
離
岸
堤
の
サ
ン
ゴ
の
群
生
、
多
数
の

有
形
登
録
文
化
財
、
ま
た
米
ケ
岡
生
活

体
験
学
校
や
モ
ネ
の
庭
、
室
戸
岬
な
ど

町
内
外
に
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

こ
の
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
行
い
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
総
合
的
な
事
業
計
画

の
策
定
が
必
要
に
な
り
、
平
成　

年
度

１５

に
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
高
知

県
東
部
に
お
け
る
海
辺
を
生
か
し
た
交

流
空
間
形
成
推
進
調
査
を
実
施
し
、
こ

の
報
告
書
で
受
け
た
提
言
を
基
に
事
業

計
画
を
策
定
し
実
施
し
た
。

　

奈
半
利
漁
師
の
駅
は
、
物
産
館
で
月

２
回
の
鮮
魚
販
売
を
行
い
、
非
常
に
好

評
を
得
た
。
ま
た
大
型
店
舗
の
進
出
も

計
画
さ
れ
㈲
な
は
り
観
光
文
化
協
会
の

奈
半
利
駅
舎
事
業
計
画
で
も
鮮
魚
の
販

売
に
力
を
入
れ
、
一
次
産
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
魚
の
消
費
拡
大
を
担
う
た

め
、
鮮
魚
の
販
売
所
を
増
設
す
る
計
画

が
さ
れ
た
。
平
成　

年
７
月
に
奈
半
利

１８

漁
師
の
駅
が
開
設
し
、
平
成　

年
６
月

１９

に
専
門
業
者
に
再
委
託
さ
れ
た
。
現
在

は
休
業
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
活
用
策
を
聞
く
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

奈
半
利
駅
の
物
産
館
は
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
㈲
な
は
り
観
光
文
化
協
会
が

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
鮮
魚
の

取
り
扱
い
に
は
一
定
の
専
門
知
識
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
鮮
魚
店

に
再
委
託
し
て
運
営
し
て
い
た
が
、
事

情
に
よ
り
鮮
魚
販
売
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
、
そ
の
後
、
新
た
に
２
件
の
打

診
が
あ
り
、
鮮
魚
販
売
の
委
託
運
営
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
現
在
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

新
た
な
事
業
者
へ
の
委
託
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
、
㈲
な
は
り
観
光
文
化

協
会
で
の
鮮
魚
販
売
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を

契
機
に
不
定
期
な
が
ら
も
試
験
的
に
販

売
を
行
い
、
そ
の
結
果
で
困
難
な
状
況

で
あ
る
場
合
に
は
、
鮮
魚
販
売
に
こ
だ

わ
ら
ず
多
目
的
な
施
設
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
検
討
す
る
。

答　

高
橋
副
町
長

　

物
産
館
の
経
営
自
体
も
良
い
状
況
で

は
な
い
中
で
、
漁
師
の
駅
に
新
た
な
事

業
者
が
入
っ
て
運
営
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
る
。
原
点
に
立

ち
返
り
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
の
活
用
や
鮮

魚
販
売
な
ど
を
試
験
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
た
な
活
用
方

法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

サ
ン
ゴ
観
賞
の
た
め
の
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
な
ど
、
ふ
る
さ
と
海
岸
で
体

験
型
観
光
を
行
う
た
め
の
施
設
で
、
運

営
計
画
で
の
利
用
人
数
は
２
２
０
人
を

想
定
し
て
い
る
が
、
前
年
度
の
利
用
者

数
は
。
そ
し
て
、
今
後
の
海
浜
セ
ン

タ
ー
の
設
置
目
的
に
沿
っ
た
観
光
振
興

事
業
に
つ
い
て
聞
く
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

平
成　

年
度
は
、
４
２
９
人
の
予
約

２３

が
あ
っ
た
。
台
風
等
の
天
候
不
良
に
よ

る
悪
条
件
か
ら
利
用
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
、
実
績
の
利
用
者
数
は
小
学
生

　

人
、
中
学
生
７
人
、
大
人
１
４
１
人

９９の
合
計
２
４
７
人
で
あ
っ
た
。
２
４
７

人
の
利
用
者
の
内
訳
は
、
町
内
が　
６６

人
、
町
外
が
１
８
１
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
実
績
は
、
事
業
計
画
に
あ
る

内
容
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
順
調
に
運
営
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
海
岸
を
活
用
し
た
観
光

振
興
事
業
の
推
進
を
行
う
と
い
う
海
浜

セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
は
果
た
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
広
域
的
な
観
光
地
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
海
岸
を
活
用
し
た
体

験
型
観
光
と
し
て
の
役
割
の
充
実
を
図

り
、
本
町
の
活
性
化
の
た
め
に
役
立
て

た
い
。

答　

高
橋
副
町
長

　

海
浜
セ
ン
タ
ー
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
な
ど
非
常
に
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
利

用
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
中
芸
観
光
協
議

会
も
設
立
さ
れ
た
の
で
、
広
域
的
な
観

点
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
る
。

前田　勝亀　議員
交流人口拡大による活性化
　事業の管理運営について聞く
漁師の駅は試験的に販売を行い検討する／地域振興課長

海
浜
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
の
状
況
は

前
年
度
の
利
用
者
数
２
４
７
人
で
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
／
地
域
振
興
課
長

▲休業中の「漁師の駅」の活用方法は
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問　

奈
半
利
川
の
護
岸
堤
は
、
奈
半
利

川
大
橋
か
ら
森
林
鉄
道
旧
鉄
橋
跡
の

北
、
約
１
０
０
ｍ
の
地
点
ま
で
整
備
は

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
財
政
難
か
ら
約

　

年
前
に
中
断
と
な
っ
た
。
し
か
し
な

１５が
ら
、
そ
こ
か
ら
上
流
部
分
５
０
０
ｍ

区
間
の
堤
防
は
、
丸
石
を
積
み
重
ね
た

昔
な
が
ら
の
堤
で
お
粗
末
そ
の
も
の
。

昨
年
３
月　

日
の
よ
う
な
大
津
波
が
奈

１１

半
利
川
を
遡
上
し
た
場
合
、
堤
は
瞬
時

の
う
ち
に
決
壊
し
、
奈
半
利
の
町
は

海
、
川
か
ら
の
津
波
で
壊
滅
の
危
機
は

免
れ
な
い
の
で
は
、
と
想
像
す
る
。

　

去
る
５
月
、
議
員
研
修
で
宮
城
県
南

三
陸
町
を
視
察
し
、
当
時
の
大
惨
事
の

状
況
を
ビ
デ
オ
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
津
波
の
襲
来
に
よ
り
、
建
物
が
ま

る
で
オ
モ
チ
ャ
の
木
箱
の
よ
う
に
軽
々

と
破
壊
さ
れ
て
い
く
の
を
拝
見
し
た

時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
底
知
れ
ぬ
凄
さ

に
、
改
め
て
驚
き
と
恐
ろ
し
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
時
気
付
い

た
の
が
、
海
岸
部
の
堤
防
か
ら
押
し
寄

せ
る
波
よ
り
も
、
河
川
を
遡
上
し
、
後

ろ
か
ら
、
横
か
ら
市
街
地
を
襲
う
津
波

の
速
さ
が
遥
か
に
早
く
、
こ
れ
ら
の
光

景
を
見
た
と
き
は
、
本
町
の
護
岸
と
イ

メ
ー
ジ
が
重
な
っ
た
。

　

奈
半
利
川
で
も
そ
の
昔
、
大
津
波
に

よ
っ
て
、
河
口
か
ら
約
６
㎞
も
上
流
地

点
の
船
九
艘
（
フ
ナ
ク
ソ
）
ま
で
遡
上

し
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
た
と

え
、
こ
こ
ま
で
到
達
し
な
く
と
も
、
北

川
村
の
田
野
井
堰
周
辺
ま
で
は
十
分
予

想
さ
れ
る
の
で
は
。

　

万
一
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
奈
半
利

川
の
水
位
は　

ｍ
に
も
達
し
、
現
在
の

２０

石
黒
堤
で
は
到
底
、
持
ち
こ
た
え
る
は

不
可
能
と
考
え
る
。

　

先
日
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
示

さ
れ
た
、
津
波
浸
水
予
想
図
に
よ
る

と
、
浸
水
の
程
度
を　

段
階
に
区
分

１２

し
、
最
高　

ｍ
を
想
定
し
た
も
の
で
、

１５

海
岸
部
が
こ
の
域
に
入
っ
て
い
る
が
、

疑
問
に
思
っ
た
の
は
、
今
回
指
摘
し
て

い
る
旧
鉄
橋
周
辺
の
浸
水
高
が
０
・
５

～
１
ｍ
く
ら
い
し
か
想
定
し
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ら
が
何
を
根
拠
に
し
て
設
定

し
た
も
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
堤
防

か
ら
の
越
流
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

奈
半
利
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

は
、
昭
和　

年
に
河
口
か
ら
長
山
ま
で

６０

の
６
・
８
㎞
を
中
小
河
川
改
修
事
業
と

し
て
着
手
、
平
成
４
年
に
全
体
計
画
を

策
定
し
、
平
成　

年
か
ら
休
止
状
態
が

１０

続
い
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
高
知
県
知

事
へ
の
現
地
で
の
要
望
や
高
知
県
河
川

課
へ
の
要
望
等
行
っ
た
結
果
、
平
成　
２４

年
度
に
お
い
て
、
奈
半
利
川
の
河
川
改

修
計
画
の
見
直
し
を
実
施
す
る
と
の
連

絡
が
あ
り
、
奈
半
利
港
整
備
と
合
わ
せ

た
河
川
改
修
を
要
望
し
て
い
る
。

　

津
波
に
よ
る
河
川
開
口
部
か
ら
の
遡

上
も
想
定
さ
れ
、
今
後
も
河
川
護
岸
、

港
を
含
む
開
口
部
対
策
な
ど
、
高
知
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
示
し
た
地

図
は
、
国
が
発
表
し
た
津
波
の
想
定
図

で
、
最
大
最
悪
最
強
の
被

害
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

堤
防
を
越
流
す
る
と
い
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

答　

齊
藤
町
長

　

奈
半
利
川
護
岸
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
高
知
県
へ

の
根
気
強
い
要
望
が
功
を

奏
し
、
港
周
辺
整
備
も
含

め
、
計
画
の
見
直
し
が
実

施
さ
れ
る
。
指
摘
の
あ
っ

た
浸
水
域
が
今
の
想
定
で

本
当
に
い
い
の
か
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
年

秋
頃
に
浸
水
域
や
到
達
時

間
な
ど
の
詳
細
な
見
直
し

が
あ
り
、
発
表
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
奈
半
利
川
を

遡
上
し
て
、
堤
防
を
越
流
し
、
裏
か
ら

来
る
こ
と
も
当
然
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。な
お
、

石
積
み
の
堤
防
改
修
に
つ
い
て
は
、
住

民
懇
談
会
で
も
指
摘
が
あ
り
、
す
ぐ
に

県
に
連
絡
し
、
現
地
視
察
を
実
施
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。　

竹内　哲夫　議員
奈半利川の護岸堤が危ない
　早期整備と護岸道路の延伸を　　

河川改修計画の見直しを実施する／地域振興課長

▲改修を要望する石積みの護岸提（車瀬地区）



VOL.127　議会だより　葛 20

　

問　

本
町
は
奈
半
利
港
よ
り
国
道　
５５

号
沿
い
に
、
室
戸
市
方
面
に
向
け
離
岸

堤
が
須
川
川
の
沖
合
い
ま
で
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
加
領
郷
漁
港
ま

で
の
間
は
離
岸
堤
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。

　

台
風
の
高
波
や
地
震
の
津
波
に
対
す

る
備
え
と
し
て
、
特
に
台
風
は
毎
年
襲

来
し
、
平
成　

年
の
台
風　

号
で
は
人

１６

２３

的
な
被
害
も
出
て
い
る
た
め
、
離
岸
堤

設
置
が
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
急
ぎ
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
離
岸
堤

を
整
備
で
き
な
い
か
見
解
を
問
う
。

 

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

須
川
川
か
ら
東
の
海
岸
に
つ
い
て
は
、

区
分
と
し
て
須
川
川
か
ら
東
に
海
岸
施

設
が
な
い
一
般
公
共
海
岸
、海
岸
施
設

の
あ
る
加
領
郷
海
岸
、大
師
堂
か
ら
が

加
領
郷
漁
港
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
高
波
や
地
震
対
策
と
し
て

は
、
陸
閘
の
封
鎖
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
後
、
防
波
堤
の
補
強
工
事

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　

離
岸
堤
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
整
備
計
画
は
な
い
が
、
や
は
り

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に

は
、
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
今
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大西　洋三　議員
高潮・高波から町民の生命・財産を
　守るため離岸堤の設置を

県に対し設置を要望する／地域振興課長

▲整備された離岸堤（奈半利港から須川川沖）

▲離岸堤の早期の整備を（加領郷沖）

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します

次の定例議会は9月中旬です
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　障害者相談窓口

　身体障害・知的障害・精神障害・発達障害・高次脳機能障害・ひきこもり・難病など生活のしづら

さを持っている方々の相談に応じます。

　相談支援事業所ちゅうげいでは、障害者・障害児等に対して、専門員・ピアカウンセラー等が相談

支援を行います。生活のこと、福祉サービスのことなどの相談に対応します。その他にも、地域生活

支援事業（生活訓練等事業・本人活動支援事業等）として、

田野町なかよし交流館や各町村の障害者等の集まる場、

保健センターなどで活動を展開しています。

　【問い合わせ先】

　　◎相談支援事業所ちゅうげい

　　　（NPO法人Slow Age）

　　　TEL・FAX 38－3288

　　　E-mail slow_age＠crux.ocn.ne.jp

中芸地区に
２つの相談窓口が
できました。

中芸地区に
２つの相談窓口が
できました。

中芸地区に
２つの相談窓口が
できました。

　子育て相談窓口

　相談支援事業所「ぷらうらんど」では、相談支援専門員・プレイアドバイザー・教員が、幼稚園、

保育園（所）等への巡回相談をはじめ、子育て相談や子どもさんの発達に関する相談、教育的な相談

に対応します。また小学生から高校生までを対象に、放課後等デイサービス「ぷらうらんど中芸」も行っ

ています。お気軽にご相談、ご利用ください。

　【問い合わせ先】

　　◎相談支援事業所「ぷらうらんど」

　　　（NPO法人Homo Ludens）

　　　TEL 38－3822

　　　FAX 38－2287

　　◎放課後等デイサービス「ぷらうらんど中芸」

　　　TEL 38－2277

　　　FAX 38－2287

　　　E-mail plow_land_５＠vivid.ocn.ne.jp

　　　●問い合わせ先
　　　　中芸広域連合保健福祉課　　TEL　38－8212 ・ 38－8301

なかよし交流館

ぷらうらんど
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　「ねんりんピック」とは、高齢者を中心と
するスポーツ、文化、健康と福祉の総合的
な祭典である『全国健康福祉祭』の愛称で
す。
　国民の健康の保持・増進、社会参加、生
きがいの高揚等を図り、ふれあいと活力の
ある長寿社会の形成に寄与することを目
的として、厚生省創立５０周年を記念して
昭和６３年にスタートし、毎年開催されてい
ます。
　６０歳以上の選手が出場できる、ゲート
ボールやテニスなどの２０種目のスポーツ
や囲碁、将棋など４種目の文化の交流大会
を県内各地で開催します。また、美術展、音
楽文化祭、子どもフェスティバルなど、あら
ゆる世代の人たちが楽しめるイベントも
開催します。中芸広域連合では、中芸広域
体育館でバウンドテニスを開催します。

ねんりんピックよさこい高知２０１３
リハーサル大会開催
（バウンドテニス交流大会）

　平成２４年９月２９日（土）から３０日（日）
まで、中芸広域体育館（結いの丘ドーム）
で「ねんりんピックよさこい高知２０１３リ
ハーサル大会」として、バウンドテニス交
流大会が開催されます。
　当日は、健康づくり教室も同時開催しま
すので、多数の方のご来場をお待ちして
います。　

　中芸広域連合ねんりんピック推進課
　　　　　　☎ ０８８７－３０－１７３８

お問い合わせ先

不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！
　決められた処分方法に従わずにごみを捨てる
「不法投棄」は周囲の景観を損なうほか、重金属
などの有害物質による土壌や地下水の汚染の原因
にもなるなど、環境衛生に悪影響を及ぼします。
　町内の山林やため池への投棄などは、近隣に住
む方にとって大変な迷惑となります。

　不法投棄は犯罪です。
　不法投棄をした人は、
　　５年以下の懲役もしくは
　　　　　１，０００万円以下の罰金（または併科）

　となります（未遂も処罰の対象です）。
　不法投棄が行われている、あるいはしようとし
ているところを見かけたら、警察にご通報くださ
い。
　その際、発見した日時、場所、不法投棄された
物の種類や量・特徴、不法投棄に使われたトラッ
ク等の車両の色やナンバーなど、わかる範囲の情
報をお知らせください。

　不法投棄された物を発見した場
合は、住民福祉課　☎ ３８－４０１２
へご連絡ください。
　その際、不法投棄に関する情報（発見日時、具
体的な場所（町名、番地、目印となる建物など）、
不法投棄された物の種類や量・特徴や周囲の状況
など）をお知らせください。

○ごみ出しのルールを守りましょう！
　燃やせるごみや燃やせないごみの中に、資源ご
みが混入している場合がよく見られます。ごみは
収集日当日の午前７時３０分までに、決められた収
集日、収集場所に正しく出してください。前日の
夜や収集後には出さないようにしてください。
　また、奈半利町クリーンセンターでは年末年始
を除き、祝日でも通常の曜日どおり一般ごみ・資
源ごみの収集を行っています。
　ごみの分別はごみ減量の大きな力となっていま
す。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。
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●日程等の詳細は　㈶日本遺族会事務局　TEL　03－3261－5521　まで

●東京都千代田区九段南１－６ー１　　ＴＥＬ　０３ー３２２２ー２５７７

平成２４年度戦没者遺児による
慰霊友好親善事業の実施について
平成２４年度戦没者遺児による
慰霊友好親善事業の実施について
平成２４年度戦没者遺児による
慰霊友好親善事業の実施について

　㈶日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親
善事業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け、父等の戦
没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同

地域の住民と友好親善をはかることを目的として
います。
　費用は、参加費として９万円。
　申し込みは、お住まいの各都道府県遺族会へ。

遺言と成年後見～講演会＆ケース検討会・相談会～（無料）遺言と成年後見～講演会＆ケース検討会・相談会～（無料）遺言と成年後見～講演会＆ケース検討会・相談会～（無料）

●問い合わせ先　　高知県司法書士会　　TEL　０８８－８２５－３１４３

　第１部　13時～15時 ○講演会　　講　師　司法書士　田中　勇
（成年後見センター・リーガルサポート高知支部長）

　第２部　15時15分～17時 ○ケース検討会　出席者　司法書士・社会福祉士・その他
 ○相談会　　　　相談員　司法書士・社会福祉士

主　催＝高知県司法書士会、成年後見センター・リーガルサポート高知支部、高知県社会福祉士会

　日　時＝８月22日（水）13時～17時（受付12時30分～）
　場　所＝田野町老人福祉センター（安芸郡田野町1828番地４）

昭和館からのお知らせ昭和館からのお知らせ昭和館からのお知らせ
　昭和館は、平成11年の開館以来、多くの方々に
ご来館いただいています。
　「常設展示室」では、昭和10年ごろから昭和30年
ごろまでの実物資料・写真・映像などの展示を通
じて、戦中・戦後の国民生活上の労苦を伝えてい
ます。
　また、「特別企画展」を春期と夏期に開催してお
ります。
　職員一同、皆さんのご来館を心よりお待ちして
おります。

水道工事のお知らせ水道工事のお知らせ水道工事のお知らせ
　当町では、震災対策として平成22年度より、水
道管を耐震性のあるものに順次交換しており、現
在、全体計画11㎞のうち830ｍを完了していま
す。
　本年度も、８月初旬から工事を開始し、来年の
３月までに1，400ｍを交換する予定です。
　工事期間中は、道路の通行止めや、一時的な断
水等でご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力
をお願いします。

　なお、新しい水道管につな
ぎ替えた直後は、蛇口の水が
白く濁ったり、サビ色の水が
出る場合があります。
　白く濁るのは、空気が混入
しているためで、使用しても問題ありませんが、
サビ色の水が出た場合は、色がなくなるまで水抜
きをお願いします。
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国内最大級
の感染症！

－早期発見・早期治療は肝硬変や肝がんへの進行を防ぎます！－
受けよう「検診」治そう「ウイルス性肝炎」

犬・猫についてお知らせ犬・猫についてお知らせ犬・猫についてお知らせ

　犬・猫のみだりな繁殖防止等、飼い主責任を徹底
し、安易な飼養放棄を防止するため、飼い主からの
犬・猫引き取り時に、手数料が必要となります。
　

　※引き取り手数料は、銀行にあります高知県収入証
紙で納めてください。

▪ペットを捨てることは「犯罪」です。
　ペットの遺棄は最高50万円の罰金が科せられます。
　捨てられた動物は、事故にあったり病気になったりする
可能性が高いため、安易に捨てないようにしてください。

▪犬の離し飼いは禁止です！
　散歩中に犬を放し、子どもが追いかけられ、噛まれ
る事故が起きました。
　犬の離し飼いは近隣の迷惑になるので、必ずつな
いで飼育してください。
　県の条例で、飼い主は犬を係留する義務があり、違
反すると３万円以下の罰金または科料に処されます。

▪猫による迷惑を防ぎましょう！
　猫による糞尿等の被害や苦情が増えてきていま
す。飼い主の方は排便のしつけ、餌はのら猫にはむや
みに与えず、食べ終わったらすぐ片付けるようにす
るなど、近隣の人たちに迷惑をかけないようにしま
しょう。

ウイルス性肝炎とはどんな病気？
　ウイルス性肝炎は、感染するウイル
スの種類により、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎
などに分類されます。肝炎になると肝
臓細胞が壊れて働きが悪くなり、だる
さや食欲不振などの症状がでることもあります
が、症状が全くでないことも少なくありません。
　肝炎ウイルスの感染者は100人に１人ともいわ
れています。
　Ｂ型、Ｃ型肝炎は主に血液を介して感染します
ので、
①歯ブラシ、カミソリ、ピアスなど血液がつく可
能性があるものを他人と共有しない。

②血液や分泌液のついたものはむき出しにならな
いように、しっかり包んで捨てる。

※くしゃみ・せき・抱擁、食べもの、飲み物、食
器、コップの共有などでは感染しません。

肝炎ウイルス検診とは　－無料で実施中！－
　採血による検査で結果は数週間で分かります。
 対象になる方
・中芸地域に住民登録がある方
・過去に肝炎ウイルス検査をしたことのない方

・検査をしたか分からない方

 実施場所
①中芸５町村での特定健診
（日程は中芸地区健康カレンダー及び中芸広域
連合のホームページでも確認できます）
②高知県内の保健所
安芸福祉保健所では、毎月第１・３水曜日午後１
時～３時まで実施しています。
　（予約制　TEL 34－3175）
③県内の約350カ所の委託医療機関（平成25年１
月31日まで）で受けることができます。

感染が分かったら
 治療方法
ウイルスの増殖を抑制する薬剤やウイルスを排
除する核酸アナログ製剤や、根治を目的とした
インターフェロン治療があります。
 医療費助成制度について
国と都道府県では、肝炎の有力な治療方法であ
るアナログ製剤やインターフェロン治療にかか
る医療費について助成を行っています。

●問い合わせ先
　安芸福祉保健所　TEL 34－3175

●情報提供
　中芸広域連合保健福祉課　TEL 38－8212

　肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、自覚症状が出にくいため、知らない間に肝硬変や肝がんに進
行していることがあります。ウイルス性肝炎は血液や体液を媒体にして感染するため、過去の
同一注射針による集団予防接種や輸血などにより、誰もが感染の可能性がありました。
　特に40歳以上の方に感染が多いといわれます。

＊生後91日以上の犬または猫１頭（匹）につき
2，000円

＊生後90日以下の犬または猫１頭（匹）につき
400円

　平成24年10月１日から、飼い犬・飼い猫の引き取りが有料になります。

　●詳しくは住民福祉課（☎38-4012）または安芸福祉保健所（☎34-3175）までお問い合わせください。
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奈半利町職員募集の案内奈半利町職員募集の案内奈半利町職員募集の案内

●問い合わせ先　　奈半利町役場総務課　濱田　　TEL　３８－４０１１

平成25年度採用

高知の未来のために あなたにできること！

警察官Ｂ 警察事務（初級）
☆試験案内・申込書の配布開始日　７月10日（火）
☆受 付 期 間　８月15日（水）～９月５日（水）
☆第１次試験　10月14日（日）
☆受 験 資 格　昭和57年４月２日から平成７年４月１日
までに生まれた人。（学校教育法による４年制の大学など
を卒業した人または平成25年３月31日までに卒業見込
みの人は受験できない。）

☆試験案内・申込書の配布開始日　７月10日（火）
☆受 付 期 間　８月15日（水）～８月31日（金）
☆第１次試験　９月23日（日）
☆受 験 資 格　平成３年４月2日から平成７年４月１日ま
でに生まれた人。（学校教育法による4年制の大学などを
卒業した人及び平成25年３月31日までに卒業見込みの
人は受験できない。）

警察官Ｂ・警察事務（初級）採用試験
高知県警察では、警察官・事務職員の採用募集を行っています。

将来の高知県警察の担い手となる、熱意とやる気のある若者の応募を待っています。

《問い合わせ先》　高知県警察本部　警務課　人事係 　TEL 088－826－0110
おまわりさんにさあなろう

 錆 0120－032376

★受験や職務内容に関する質問などは下記のフリーダイヤルまで、お気軽にお電話ください。多数の受験申し込みをお待ちしています。

３　合格発表時期

　１２月上旬（予定）

１　職種、採用人員、受験資格

受験資格採用人数職　　種

・昭和５８年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業または、同等以上の

学力を有する者。（平成２５年３月３１日までに卒業見込みの者を含む）

・地方公務員法第１６条の欠格事項に該当しないもの。

若 干 名一般事務職

２　試験日程及び試験内容

試験内容場　　所日　　時試　　験

・一般教養試験　・職場適応性検査奈半利町役場１０月１４日（日）　午前９時３０分から第１次試験

・作文　・面接奈半利町役場１１月中旬（予定）第２次試験

※申込者数が規定以上に達した場合、試験の場所が変更になる可能性があります。

４　試験申込及び受付期間

　奈半利町役場総務課に備え付けの受験申込書及び履歴書によって申し込むこと。
　（郵送による請求、申し込み可）

備　　考場　　所受付期間区　　分

・受付時間は、午前８時３０分から午後５時１５分とし
ます。（土曜・日曜・祝日は休みとなります）
・受付期間末日の消印まで有効。
　（消印なきものは無効）

奈半利町役場
総 務 課

８月６日（月）から
９月７日（金）まで 

窓 口 受 付

郵 便 受 付

なお、８月上旬に奈半利町ホームページにて、実施要領と申込書を掲載致します。

平成２５年４月１日採用予定の奈半利町職員採用試験を次のとおり実施します。
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国際交流員

★

マッキンタイア・　
　　　　　ジャラ

　７月に入って、奈半利町での３回目の夏を迎えました。相変わらず、湿っぽいで
す。とはいっても、夜歩きながら、カエルの鳴き声を聞いて、稲で鮮やかな緑色を
帯びている田んぼを見ると、疲れていても、心が癒されます。これからさらに暑
くなり、セミの鳴き声も聞こえてきます。セミは熱帯・亜熱帯の昆虫なので、北
米や北欧で生息するものの、数が少なく、夏になっても日本のように鳴き声自体
に迫力を持たないようです。夏になると、セミのことを知っているかと聞かれる
ことがありますが、実は大陸の多くが熱帯・亜熱帯・暖帯のオーストラリアでは、
いたるところにセミが生息しており、日本と同様にセミの鳴き声が響き渡ってい
る場所が結構あります。なので、私はセミの鳴き声を聞くと、懐かしいオーストラ
リアの夏を思い出します。
　しかし、今回は夏の話をするつもりがありません。実は今回が私の最後の広報
記事となります。というのは、奈半利での３回目の夏を迎えながら、２年間の奈半
利町滞在の終息も迎えております。なので、今回はこの２年間を顧みてちょっと
話させていただきたいです。
　私はこの２年間、幼稚園、奈半利小学校、加領郷小学校で英語の授業を教え、
中学校で英語の授業を援助し、初級・上級英会話教室を実施することで、奈半
利の英語教育に、そして、２カ月毎に広報の記事を投稿することや、中学生の海
外派遣事業や日米草の根交流サミット参加者の受け入れをはじめとする特別行
事の企画・実施に務めることで国際交流の実現に携わってきました。
　その中には、私が主導となり教えた授業もあれば、学校の先生、教育委員会の
職員、浦の会や婦人会等の町民団体などが主導となって実施した授業・行事も
あります。どんな授業・行事であっても共通して、たくさんの方々の協力・努力
をいただいてこそできたものだと思いますので、まずここで奈半利の英語教育・
国際交流に努めてきてくださった人に感謝の意を申し上げたいと思います。お
かげさまで、奈半利の子どもへの英語教育が充実し、いろんな面で国際交流が
できた２年間だったと思います。そして、おかげさまで、私にとって充実した２年
間でもありました。
　この２年間、特に助けてくれたのは学校の先生と教育委員会の職員でした。ま
だ奈半利での生活や仕事に慣れていなかった私に、アドバイスをしてくれたり、
心配してくれたり、優しく導いてくれました。そういったことが、私にとって「高知
のおもてなしの精神」のいい手本になったと思います。実は先日、次の仕事の面
接に行ってきました。「同僚との揉め事が起きたときに、あなたがとった対応につ
いて話してください」と面接官から言われましたが、いくら考えても、同僚との揉
め事の例を一つも挙げられませんでした。私が我がままなときもあったと思いま
すが、皆さんはそれをよく理解し、接してくれていたのではないかと、このとき
気付かされました。
　２年前、私が初めて奈半利町に来たとき、今の中学２年生はまだ小学生で、今の
小学２年生はまだ幼稚園を卒園していなかったのです。それを考えると、子ども
の成長って早いなと感じます。そんな子どもの成長を見るのがいつも楽しかった
です。今の中学３年生の卒業を、中学生の海外派遣事業の結果を、私と関わった
子どもたちの成長をもう見られなくなるのがすごく残念で、寂しいと感じます。
しかしそう思っても、これが私の仕事です。また１年間奈半利での仕事を続けて
も、来年の７月にはまた終わりがやってきます。そういったことを考えたうえで、
身勝手でありながら、２年間いっぱいで奈半利での仕事を終わらせることに決心
しました。これから私は東京に引っ越して新しい仕事を始めます。しかし、これか
ら世界のどこに行っても、奈半利で過ごした２年間は忘れられないと思います。
また、８月１日に新しい国際交流員が奈半利に来ます。その新しい国際交流員も
私と同様に奈半利の英語教育、国際交流に全力を注ぐことでしょう。皆さん、私
を２年間支えてくれたように、新しい国際交流員も支えてあげてください。この２
年間、本当にありがとうございました。

奈半利での
　２年間を顧みて
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材料（４人分）

食パン（８枚切り） １枚

ほうれん草 １２０ｇ

ロースハム ２枚

プロセスチーズ ４０ｇ

　　　卵 ４個

Ａ）
　牛乳 ２７０ｍｌ

　　　塩 小さじ１／４

　　　こしょう 少々

バター 適宜

作り方

①Ａ）を混ぜ合わせ、食パンをひと口大に切ってひた

す。

②ハムは型抜きし、残りは細かく切る。ほうれん草は

ゆでて、水にさらして２㎝長さに切る。

③耐熱皿にバターをうすくぬり、①、②、チーズを入れ

てオーブントースターで焼き色がつくまで（１０～
　１２分）焼く。

楽しく食べる子どもに　（前編）

こんに
ちは

子どもの食育　楽しく食べる子どもに　（前編）楽しく食べる子どもに（前編）子どもの食育　楽しく食べる子どもに楽しく食べる子どもに楽しく食べる子どもに食 （前編）（前編）（前編）

　「食」は、子どもの健やかな心と身体の発達に欠かせない大切なテーマです。

　授乳期から「食」の大切さを意識し、豊かな食の体験を積み重ねていくことで、子どもは生

涯にわたって健康で楽しい食生活を送ることができます。

　身体は暑ければ汗をかくし、お腹が減ればグー！と鳴り

ます。思いっきり遊んだ後は、「おなかすいた！」が飛び出

します。幼い時からぐっすり眠って、たっぷり遊び、空腹を

感じられるようになれれば、次第に食欲や生活リズムが健

康にはとても大切であることがわかるようになります。

　１日３回の「いただきます・ごちそうさま・ありがとう」

でメリハリのある生活を！

～食事のリズムがもてる～

　食事の楽しさは、おいしさを知ることからはじまりま

す。離乳食の頃からさまざまな味を経験し、いろいろな食

品を見て、触ることで、食べようとする意欲が育ちます。お

いしさの発見をくり返すうちに、おいしさは味覚だけでは

なく、匂いや音、見た目、歯ごたえ、一緒に食事をする人や

環境も大切であることがわかるようになります。

食事のとき、おなかはす
いていますか？

おなかが、グー！

カラダで感じるおいしい時間

かみかみ、カムカム、

おいしさカモン！
～食事を味わって食べる～

おいしさを見つけられますか？

親子でクッキング！！休みの日など一緒に作ってみませんか？

ほうれん草とハムのパンキッシュ
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使われていない農地やハウスの
情報提供のお願い

　 お問い合わせ先

公益財団法人高知県農業公社
　　　　　TEL 088－823－8618　FAX 088－824－8593

　高知県農業公社では、使われていない農地やハウスなどを探しています。
　これらの情報を、新たに農業を始める方や、農業の規模拡大を考えている方な
どに、就農相談会や高知県農業公社のホームページなどを通じて提供し、マッチ
ングさせることで、使われていない農地や遊休ハウスなどの有効活用を図ってい
きたいと考えています。
　売ったり、貸したりできる農地やハウスなどがございましたら、情報をお寄せく
ださい。
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　6/6（水）、奈半利町の各小中学校教職員が奈半利中学校を会場とし、小中合同職員会を開催しました。教職員
は各学年へ分かれ、授業参観をした後、全体会、分科会と会議を行い、奈半利中学校の現状報告、各３校の今年度
の取り組み、生徒児童の学力の分析や今後の取り組み等、小中連携教育をどのように進めていくか等、大変充実
した職員会を行いました。

小中合同職員会小中合同職員会

6
6
WED

Vol.14-1

芸地区夏期体育大会中中

会　場＝田野中学校グラウンド

決　勝▶対　安田中1－1（延長設定ゲーム　3－2　○）
準決勝▶対　馬路中1－1（　　〃　　　　　2－1　○）

部活日記部活日記部活日記5
19

SAT

　5/19（土）、中芸地区の各学校を会場に
し、中芸地区夏期体育大会が開催されまし
た。
　野球部、卓球部は田野中学校、バスケット
ボール部は奈半利中学校で行われ、各会場
で熱戦を繰り広げました。
　結果は次の通りです。

野球部…優勝野球部…優勝

卓球部…団体準優勝卓球部…団体準優勝

会　場＝田野中学校体育館

団体戦▶対　田野中　○　　対　安田中　●
個人戦▶2年生　岳本　心・廣末優斗
 桃田　　平（郡体出場権獲得）
　　　　3年生　川島　智文（　　　〃　　　）

バスケットボール部…準優勝バスケットボール部…準優勝

会　場＝奈半利中体育館
決　勝▶対　馬路中　３６－５９　●
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芸地区夏期体育大会安安
6
 10

SUN

6
 8
FRI

会　場＝安芸市営球場、室戸球場等

決　勝▶対　室戸中　　　　６－１０ ●
準決勝▶対　甲浦中　　　　４－３ ○
２回戦▶対　清水ヶ丘中　　１１－０ ○

会　場＝安芸市民体育館

団体戦▶予選リーグ敗退
個人戦▶初戦敗退

準優勝準優勝

会　場＝県立室戸体育館

１回戦▶対　室戸中　１０－７７　●

バ

球部野野

球部卓卓
バスケットボール部

奈半利中学校部活日記Vol.14-2

　６／８（金）から１０日（日）にかけて、各会場にて安芸地区夏期体育大会が開催されました。
　各部とも、それぞれ日頃の練習の成果を出し切り善戦しましたが、今後課題の残る結果と
なりました。
　保護者・地域の方々応援ありがとうございました。
　大会結果は次の通りです。
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